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　特集　コロナの後は�――海外派遣者の健康・医療

原因不明の肺炎が発生
佐藤　日本では、2020 年の１

月15日に初の感染者が確認さ

れました。２月に入ると大きな

イベントや学校行事の中止が相

次ぎ、３月には東京五輪・パラ

リンピックの１年延期が決定。４月には緊急事態

宣言が発令されました。

当時、すでに私は日外協で働いていましたが、

皆さんは海外でコロナ禍に遭遇しています。

坂部　2020 年の春節の始
まりは１月24日でした。ロッ

クダウンは武漢だけだったの

で、駐在先の上海を発ち日本

へ。ところが、一時帰国して

いる間に感染は中国全土に広

がりました。31 日までだった春節は１週間延

長になり、私が上海に戻った２月９日（日）には、

すでに街はゴーストタウンのようでした。現地

社員にはパソコンを持ち帰り自宅待機してもら

い、従業員の安全対策と事業継続、情報収集を

指示。北京や広州、工場のある江蘇省の拠点な

どへはオンラインで伝えました。行政からの方

針が出ていなかったこともあり、自宅待機させ

る以外ありませんでした。

坂本　私がいたタイでは、
最初の感染者が北海道旅行か

ら帰国したタイ人夫婦だった

ことから、日本は危ないとい

う風評が立ちました。社内で

も日本人に警戒の目が向けら

れるようになり、一時帰国していた駐在員がタ

イに戻ってくる時など、タイ人社員からは「帰っ

てこさせるな」「一緒に仕事をしたくない」と。

普段は穏やかなタイ人が、初めの頃はヒステ

リックなほど神経質になっていました。

江上　ヨルダンで最初の感
染者が判明したのは３月２日、

イタリアへの出稼ぎから帰国

したヨルダン人でした。政府

防衛令が発令され、17日には

国境が全面封鎖、行動が厳し

く制限されました。

実は２月に隣国のイスラエルが国境封鎖する

と聞き、過去の駐在経験からこれは大変なこと

になると直感しました。すぐにプロジェクトの

ためドバイから来ていた出張者の出国準備を行

い、封鎖される前日（３月 16 日）に国外退去。

現地人スタッフには、ライフラインである水や

ガス、食料品を家族のため最低 1カ月分は買い

だめするよう指示していました。
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〈座談会〉日外協職員が語る「海外駐在先でのコロナ禍」

危機が人と組織を強くする
海外駐在中にコロナ禍に遭遇した３人の日外協職員に、当時の様子を語ってもらった。海外駐在中にコロナ禍に遭遇した３人の日外協職員に、当時の様子を語ってもらった。
それぞれの赴任地で感染はどう広がっていったのか、どのような対策が行われたのか。それぞれの赴任地で感染はどう広がっていったのか、どのような対策が行われたのか。
体験を通して得たものは。体験を通して得たものは。


